


放課後等デイサービス事業者における自己評価結果（公表）

公表令和6年3月 31 日 事業所名 トータルサポートライトブレインふたくち校

チェック項目 はい
どちらとも

いいえ 無回答 改善目標、 工夫している点
いえない

適
⑰ 

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
3 2 ゜ ゜

切 し、 支援の検証 ・改善につなげているか

な

支
⑱ 

定期的にモニタリングを行い、 放課後等デイサ ー

5 ゜ ゜ ゜
援 ビス計画の見直しの必要性を判断しているか
の

提
⑲ 

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ
3 2 ゜ ゜

供 て支援を行っているか

障害児相談支援事業所のサ ー ビス担当者会議にそ

⑳ の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参 1 4 ゜ ゜

画しているか

学校との惰報共有（年間計画・行事予定等の交

関 換、 子供の下校時刻の確認等）、 連絡調整（送迎

係
⑪ 

時の対応、 トラブル発生時の連絡）を適切に行っ
2 3 ゜ ゜

機 ているか

関

／ ／ / !/ ゃ ⑫ 
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、 アが必要な子どもは受

保
子どもの主治医等と連絡体制を整えているか け入れていません。

嘩たェ 就学前に利用していた保育所や幼稚園、 葛定こど 現在はできていませんが、 今後

者 ⑬ も園、 児童発達支援事業所等との間でl青報共有と ゜ 2 3 ゜ 行っていきたいと考えていま

と 相互理解に努めているか す。

の 学校を卒業し、 放課後等デイサ ー ビス事業所から
連 ⑳ 障害福祉サ ビス事業所等へ移行する場合、 それ ゜ 2 3 ゜ 現在、 対象利用者はいません。
携 までの支援内容等の情報を提供する等しているか
関

児童発達支援センタ ー や発達障害者支援センタ ー

⑮ 等の専門機関と連携し、 助言や研修を受けている 1 4 ゜ ゜ 研修には参加しています。
機

か
関

や 放課後児童クラブや児菫館との交流や、 障害のな なかなかそのような機会があリ

保 ⑯ 
い子どもと活動する機会があるか

゜ 3 2 ゜
ません。

雫元

者 （地域自立支援）協議会等へ積極的に参加してい

と ⑰ 2 3 ゜ ゜
るか

の

連
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、 子ど

携
⑳ もの発達の状況や課題について共通理解を持って 5 ゜ ゜ ゜

いるか

保護者の対応力の向上を区る観点から、 保護者に

⑲ 対してペアレント・トレー ニング等の支援を行っ 2 2 1 ゜

ているか

保

運営規定、 支援の内容、 利用者負担等について丁類

⑳ 3 2 ゜ ゜者

寧な説明を行っているかヘ

の

説

明

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切
費

® 5 ゜ ゜ ゜任

に応じ、 必要な助言と支援を行っているか
等





放課後等デイサービス保護者等における評価結果（公表）

公表令和6年3月31日 事業所名 トータルサポートライトブレインふたぐ冦交

チェック項目 はい
どちらとも いいえ 無回答 計 ご意見いえない

環 ① 子どもの活動等のスペ スが十分に確保されているか 24 3 ゜ ゜ 27 

境

体 ② 職員の配置数や専門性は適切であるか 25 2 ゜ ゜ 27 

制

整
事業所の設備等は、 スロ＿プや手すりの などバリアフリ ー

③ 17 8 2 ゜ 27 
化の配慮が適切になされているか

週、
一

子どもと保護者のニー ズや課題が客観的に分析された上で、 放

切
④ 27 ゜ ゜ ゜ 27 気にしていただいていると思います。

課後等デイサ ビス言十画(i )が作成されているか

な

支
⑤ 活動プログラム(ii)が固定化しないよう二夫されているか

たくさんいろんなことを経験させていただい
26 1 ゜ ゜ 27 

援 ています。

の

提
⑥ 

放課後等児童クラブや児童館との交流や、 のない子どもと 特に必要とは思っていません。
7 14 5 1 27 

活動する機会があるか わかりません。

⑦ 支援の内容、 利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 26 1 ゜ ゜ 27 

⑧ 
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、 子どもの発達の状

26 1 ゜ ゜ 27 
いつも様子を知ることができ、 とてもありが

況や課題について共通理解ができているか たいです。

⑨ 
保護者に対して面談や、 育児に関する助言等の支援が行われて

25 2 ゜ ゜ 27 相談しやすく、 嬉しいです。

保
いるか

百ロ荏文

父母の会の活動の支援や、 保護者会等の開催等により保護者同
者 ⑩ 5 14 7 1 27 

保護者同士が意見交換できる機会があればい

士の連携が支援されているか いと思う。

の 子どもや保護者からの苦情について、 対応の体制を整備すると 振替休日の朝 、 来所した際にスタッフの方がおられず 、 電話もつな

説 ⑪ ともに、 子どもや保護者に周知 ・説明し、 苦情があった場合に 19 6 1 1 ・27
がらなかったことをお伝えしましたが、 その後対策など検討された
のかもお知らせいただけていません。

明 迅速かつ適切に対応しているか 苦情についてわからない。

等
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなさ

⑫ 25 2 ゜ ゜ 27 
れているか

定期的に会報やホ ームペ ー ジ等で、 活動概要や行事予定、 連絡

⑬ 体制等の情翰や業務に関する自己評価の紡果を子どもや保護者 25 2 ゜ ゜ 27 

に対して発信しているか

⑭ 個人情報に十分注意しているか 26 1 ゜ ゜ 27 

非 緊急時対応マニュアル、 防犯マニュアル、 感染症対応マニュア
常 ⑮ 20 7 ゜ ゜ 27 
時 ルを策定し、 保護者に周知 ・説明されているか

等

の
非常災害の発生に備え、 定期的に避難、 救出、 その他必要な訓

⑯ 21 5 1 ゜ 27 
応 練が行われているか

子ども自身、 通所をとても楽しみにしています。 楽しい活動を計画
していただき、 貴重な体験をさせていただき、 本当にありがとうご

子どもは通所を楽しみにしているか 23 2 ゜ 2 27 ざいます。 いつも楽しく通わせていただいています。

満
お友達とうまくいかない時に「行きたくない」と言うこともありま
すが、 基本的には楽しんでいると思います。

足

度
⑱ 事業所の支援に満足しているか 25 ゜ ゜ 2 27 

本当に感謝しています。

いつもありがとうございます。


